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平成２９年度 半田市防災会議議事録 

開催日時 平成２９年１１月３０日（木） １４時００分～１５時１０分 

開催場所 半田市役所 庁議室 

会議次第 ・委嘱状交付 

・あいさつ 

【議題】 

（１）風水害・原子力等災害対策計画編の修正（案）について 

（２）地震・津波災害対策計画編の修正（案）について 

（３）資料編の修正（案）について 

（４）水防計画編及び水防計画資料編の修正（案）について 

出席委員 

代理出席 

(欠席委員) 

（会長）半田市長 

（委員）半田市副市長、半田市教育長、（愛知県半田警察署長）、

愛知県尾張県民事務所知多県民センター長、愛知県知多建設事

務所長、愛知県知多農林水産事務所長、愛知県半田保健所長、

愛知県衣浦港務所長、衣浦海上保安署長、知多中部広域事務組

合消防本部消防長、半田市消防団長、半田港水防団長、中部電

力株式会社半田営業所長、（東邦ガス株式会社半田営業所長）、

東海旅客鉄道株式会社大府駅長、西日本電信電話株式会社名古

屋支店名古屋南フィールドサービスセンター長、半田市医師会

長、半田市区長連絡協議会長、半田市区長連絡協議会副会長、

半田市赤十字奉仕団長、（陸上自衛隊第３５普通科連隊重迫撃砲

中隊長）、半田災害支援ボランティアコーディネーターの会、半

田防災リーダー会、半田市社会福祉協議会長 

※敬称略 

事務局 防災監 齊藤清勝、建設部長 榊原康仁、土木課長 村瀬浩之 

防災交通課 副主幹 杉浦郁夫、書記 深川芳行 
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次  第 議事概要 

委嘱状交付 ・人事異動等のあった委員に対し、半田市長より委嘱状を交付。 

 

あいさつ （事務局） 

・出欠状況は委員定員数２５名のうち、出席２２名、欠席３名

となっており、本会議は成立していることを報告する。 

（市長） 

・あいさつ 

 

【議題】（１） 

風水害・原子

力等災害対策

計画編の修正

（案）につい

て 

（事務局） 

・風水害・原子力等災害対策計画編の修正（案）資料の新旧対

照表について説明。 

（半田市社会福祉協議会） 

・平成２０年に作成した災害ボランティア支援本部・支援支部

設置・運営マニュアルについて、今年度全面的に改訂を行い、

災害ボランティアセンター設置・運営マニュアルとした。近年

の災害ボランティアセンターの運営を参考にして見直しをして

いる。このマニュアル内の組織図には、行政・社協・関係団体

を記載しているが、このように行政が組織図に入っている例は

全国的にも少ない。よって、半田市災害ボランティアセンター

では行政・社協・関係団体が確実に連携できると思う。 

また、大規模災害時に地域住民が災害ボランティアセンターを

十分に活用できるように、半田市社協では常設型災害ボランテ

ィアセンターである減災地域ささえあいセンターを設置・運営

をしている。 

大規模災害時には各団体が協力をしてボランティアセンターを

運営していきたいので、宜しくお願いします。 

 



 3 / 4 

（市長） 

・大規模災害時の災害ボランティアセンター運営については、

社協との連携が不可欠になると思いますので、ご協力をお願い

します。 

（半田防災リーダー会） 

・平成２８年度半田市総合防災訓練の際に、亀っ子防災隊、学

校関係者、自主防災会で、７５歳以上の高齢者宅を８５件訪問

して安否確認札を配布した。 

平成３０年度には亀っ子防災隊の子どもたちが避難所運営に関

わりたいという意向があるとのことなので、これからも活躍を

期待したい。 

（市長） 

亀崎では防災の先進的な活動を行っている。このような事例を

基に、市内でも防災の取組みを拡充していきたい。 

 

【議題】（２） 

地震・津波災害

対策計画編の修

正（案）につい

て 

（事務局） 

・地震・津波災害対策計画編の修正（案）資料の新旧対照表に

ついて説明。 

 

【議題】（３） 

資料編の修正

（案）について 

（事務局） 

・資料編の修正（案）資料の新旧対照表について説明。 

 

【議題】（４） 

水防計画編及び

水防計画資料編

の修正（案）に

ついて 

（事務局） 

・水防計画編及び水防計画資料編の修正（案）資料の新旧対照

表について説明。 
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（半田市消防団長） 

・近年では大規模な水害がなかったため、河川の水位観測点を

正確に把握していない団員がいる。来年度の出水期までに、水

位観測点の資料をいただくなどして、団員に周知していきたい。 

（事務局） 

・水位観測は、避難勧告等の判断になる重要なことであるので、

水位観測点を消防団に周知するなどして、消防団と連携してい

く。 

（市長） 

・市と消防団が協力をして、避難勧告等の発令に遅滞が発生し

ない体制を構築することが重要である。 

 

審議 （市長） 

これまでに事務局から説明があった議題（１）～（４）につい

て、原案のとおり決することとしてよろしいか。 

（委員 異議なし） 

 

【その他】 特になし 

 

 （終了） 

 


